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平成21年度DPC評価分科会における特別調査②について  
（概要）   

1経緯等   

本年5月20日の中医協基本問題小委員会において、・DPCに関する調査  

を補完し、適切な算定ルールの構築等について検討するため、平成20年度   

と同様に、一当分料金において、医療機関からの意見交換（ヒアリング）を実   

施することとされた。  

2 調査方法等   

平碗20年度調査により得られたデータを基に、各調査項目に該当したD   

PC対象病院及びDPC密備病院に調査票を配布。   

その調査票の回答内容等も踏まえ、当分科会において、ヒアリングを実施   

すべきと考えられる病院について、招集。   

3 アンケート調査結果  

冊、て   

平成20年度調査のデータ纏出期限を守れなかった理由  

ァ．パソコンの故障やデータの楕査に時間がかかったため。今年度から  

DPC調査担当の人員の増員や作業可能な端末の増設等のバックア予  

プ体制の整備を行った。  

イ．様式1の作成に医師があまり協力的でないため。  

ウ．消印目と提出日を勘違いしたため。  

エ．システムが切り替わり不慣れであったため。  

オ．医事会計システムの会社が倒産してしまい、保守体制に支障が出た  

ため。   

（2）DPC導入後丁診療内容が大きく変化した止矧こついて．   

① 現出来高実練点数が、現支払点数に比べて非常に小さい理由  

（DPC導入後、効率化が非常に進んだ理由）  

ア．後発品の導入、フイルムレス化を行ってきた占  

イ．他医療機関のデータやベンチマークを参考に、標準的・計画的な治  

療を推進したため。  

ウ．高額なPET－CT、CT、MR 

移行したため。   
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1医療機関からのヒアリングについて  

2 その他  



② 現出来高実績点数が、現支払点数に比べて大きい理由  

（DPC導入後に、むしろ効率性が悪くなっている理由）  

ア．乳幼児と高齢者が多く、特に高齢者は併存症も多いことから検査項  

目が多くなっている。  

イ．小児疾患患者が多く、高額な医薬品・検査・画像が多く実施されて  

いるためと考える。  

ウ．県の中央病院である特徴から、他の医療機関で確定診断されていな  

い症例や合併症を有する症例を多く取り扱うため。  

エ．抗がん剤等の高額薫剤がDPC算定で包括されるため。   

（3）抗生物質の使肝酎鋸こついて   

抗生物質を投与した患者のうち、カルバペネム系または第4世代セフェム   

系の抗生物質を投与した患者の割合が、他の病院と比較して非常に多い理由  

ア．腎・尿管結石破砕術、前立腺生検の症例が大半を占めており、感染  

のリスクを抑えるため多くなった。  

イ．重症感染症の患者や高齢者に対して主に使用している。  

ウ．地域の基幹病院として、地域連携病院を目指し重症患者を受け入れ  

ている。なかでも呼吸器疾患の患者が多く、前医での治療抵抗性肺炎、  

院内肺炎が多いため。  

アンケート調査票について  

調査項目   調査対象 医療機関数  回答数  回答率   

ロ  平成20年度調査のデータ提出期限を守れなかった  21   100％   

2   

現出来高実績点数が、現支払点数に比べて非常に小さい   
100％  

（DPC革入後、効率化が非常に進んだ理由）   

現出来高実績点数が、現支払点数に比べて大きい   

3  100％  

由）   

抗生物質を投与した患者のうち、カルノくべネム系または   

4  20   20   100％  

が、他の病院と比較して非常に多い   

合  計  56   56   100％  



データの質に関して確認が必要であると思われる病院について  
（平成20年度覗査のデータ提出期限を守れなかった理由）  

病院類型   施設名   遅延回数   

平成16年度DPC対象病院  独立行政法人国立病院桟橋干葉医療センター   5   

平成18年度DPC対象病焼  株式会社日立糾乍所 日立総合病院   4  

ヒアリング対象医療機関について  

医 療 機 関・名   病床数（種類別）   

株式会社日立製作所  
一般 5．67床   

日立総合病院  

医療保険病床数 455床  

独立行政法人国立病院機構  一般 404床（88．8％）  
2  

千葉医療センター   精神 45床（9．9％ト  

正念性期6床（1．3％）   

3   
独立行政法人国立病院機構  

一般 350床   
埼玉病院  

医療保険病床数 588床  

一般 428床（72．．8％）  

4   
医療法人社団格和会  

格和全音羽病院  
療養 50床（8．5％）  

精神 60床（10．2％）  

回復期り人ビリテ⊥ション 50床（8．5％）   

医療法人財団明理会  
医療保険病床数167床  

5  一般124床（74．3％）  
大和病院  

障春着施設等 43床（25．7％）   

6   

医療法人社団七仁会  
一般 91床   

田園調布中央病院  

医療保険病床数 260 

7   

医療法人社団 平成腎塾  一般 50床（19．2％）  

苫小牧東病院   療養 106床（40．8％）  

回復期リハビリテーション 104床（40．0％）   

医療保療病床数 255床  

一般107床．（42．0％）  
8  河村病院  

療養 88床（34．5％）  

回復期リハビリテ「シ・ヨン60床（23．．6％）   

出典：平成21年虔DPC導入の影響評価に係る調査データ 様式3 7月分より  



DPC導入後、診療内容が大きく変化した病院について  
①現出兼高実績点数が、現支払点数に比べて非常に小さい  
（DPC導入後、効率化が非常に進んだ理由）  

抗生物質の使用状況について  

生物質を投与した患者のう  
カル／くべネム系または第4  

代セフェム系の抗生物質を  
投与した患者の割合   

施設類型   施設名   
現在の調  
整係数   

平成18年度DPO対象病院  独立行政法人国立病院機淋奇玉病院   1．2318   

平成18年度DPC対象病院  医新主人社団洛和食洛和金管羽柄暁   1．3242  

※平成20年度調査時点での病院類型。現在は平成21年虎DP（〕対象病院。   




